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神郷校区の人口 
人口   9,825 人 
（男）    4,757 人 
（女）    5,068 人 
世帯数    4611 世帯 

令和３年４月末現在 
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７
月
４
日
、
川
東
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
校
区
レ
ク
バ

レ
ー
大
会
女
子
の
部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
の
む
し
暑
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も
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ウ
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各
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会
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手
の
皆
さ
ん
の
白
熱
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好
プ
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し

た
。
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東
側
道
路
工
事
に
つ
い
て 

下
水
道
工
事
の
た
め
、
７
月
21
日
～
１
月
末
（
予
定
）
ま
で
公
民
館
東
側
道

路
が
一
部
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。
工
事
内
容
に
よ
っ
て
夜
間
（
１７
時
～
８
時
）

通
行
可
能
期
間
も
あ
り
ま
す
。
工
事
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
変
更
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
工
事
工
程
表
は
公
民
館
に
掲
示
し
て
お
り
ま
す
。
公
民
館
利
用

者
の
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に
は
ご
迷
惑
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か
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が
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お
願
い
致
し
ま
す
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幕末維新の争乱・外伝 七卿落ち 

明治維新の外務卿となる沢宣嘉が垣生で匿われた後、 

                    無事長州に脱す 
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８月(葉月)の行事予定  
１日（日）8:30～  ｽﾏｲﾙﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ     神郷小学校体育館     

2 日（月）19:00～ 安全安心部会  神郷公民館 
3 日（火）10:00～ 子ども教室      〃 
6 日（金）13:30～ サークル説明会    〃 
7 日（土）19:00～ 老人会長会       〃 

１０日（火）10:00～ いきいきセミナー   〃 
19:00～ 社会福祉協議会理事会 〃 

１３日（金）9:30～  子ども教室       〃 
１７日（火）19:00～ 民生定例会      〃 
２１日（土）20:00～ ちょこっと花火 神郷小学校 
２４日（火）9:30～マイナンバーカード受付神郷公民館 

19:30～ 連合自治会長会    〃 
２７日（金）13:30～ 読み聞かせ定例会   〃 
３０日（月）19:30～ 少年補導定例会    〃 
  
  

 1854（安政元）年、アメリカの提督ペリーが軍艦 7 隻をひき

いて2年ぶりに浦賀に来航し、強硬に開国を迫った。幕府はやむ

なくその要求を入れ、日米和親条約を結んで、下田・函館の２港

をひらいた。続いてイギリス・ロシア・オランダとのあいだにも、

同じ条約が結ばれ、ここに200余年にわたる幕府の鎖国政策も、

ついに幕を閉じたのであった。 

 当時の京都では、黒船来航を契機に、開国政策をとる江戸幕府

と天皇中心の政治を唱え、開国に反対する尊王攘夷派の対立が深

まっていた。尊王攘夷運動の中心となったのは長州藩で、1863

（文久3）年には急進派の公卿三条
さんじょう

実
さね

美
とみ

らと結んで朝廷を動かし

京都を押さえたものの、会津・薩摩両藩が後押しする公武合体派

が天皇をとりこみ一夜にして情勢をくつがえしました。これが「八

月十八日の政変」と呼ばれるもので、皇居から締め出された尊王

攘夷派の三条実美ら7人の公卿と長州藩士は京都から長州へと落

ち延びていきました。これを「七卿落ち」といいます。19 日の

未明に京都を出発した一行は、兵庫津を経て海路で、長州藩の三

田尻港をめざしました。 

 七卿のうちの一人沢宣
さわよし

嘉
のぶ

は「但馬生野の変」に参戦していたが、

戦いに破れたのち居所もなく流浪の末に、土居の尾崎星山を頼っ

てこの地に逃亡してきました。沢宣嘉がこの地に来たのは、小松

藩ゆかりの田岡俊三郎や蕪崎の医師三木俊造、そして垣生の医師

三木左造等々尊王攘夷の志しを同じくする友人・知人が多くいた

からであった。 

 最初、蕪崎の医師三木俊造は床下を掘り下げ畳み2枚を敷いて

かくまったが幕府の捕吏が近くにおり危険であったので北野の尾

崎星山の家にかくまった。やがて星山宅も危うくなったので垣生

の医師三木左造の家に潜伏した。この地方に潜伏してから半年も

たったころ、1864（文久４）年4月7日に長州の三条実美から

連絡があり、『早く当方へ合体』せよと言ってきたので、別れを告

げ垣生を出発した。護衛するものは、尾崎星山・田岡俊三郎・三

木左造・その子の虎之助であった。4 月 12 日無事に長州三田尻

に着いたのであった。 

 その後に、薩摩・会津連合軍との戦いで長州軍が大敗したので、

七卿は恭順の意を表し、蟄居し九州落ちするが、やがて薩摩・長

州の同盟、幕府の大政奉還、明治政府の王政復古の大号令など次々

と情勢の変動は激しく、七卿も赦免され京都に帰り三条実美は太

政大臣、沢宣嘉は外務卿など七卿はそれぞれ明治政府の要職に就

いたのであった。 

 

「普通に暮らせる幸せ」を願って 

新居浜市社会福祉協議会 神郷支部  

 

「社会福祉」は「皆の幸福」を意味します。幸せの追求

や命を守るための仕組みとして、国や地方が行う政策（公

助）がありますが、同じ地域で暮らす住民同士が安心と安

全を確保できるよう助け合う仕組み（共助・互助）をつく

り活動するための組織が、社会福祉協議会です。一番身近

な範囲（小学校区）で組織されているのが支部で、市社会

福祉協議会とは協働・連携の関係です。神郷支部は平成７

年に設立され、特徴は、自治会ごとに分会が組織され、き

め細やかな福祉活動を展開していることです。 

すべての住民が会員の対象で、その住民会員会費と特別

会員会費が主な財源です。事業運営を担う構成団体は、自

治会、民生児童委員、見守り推進員、老人クラブ、公民館

サークル、ＰＴＡなどで、校区で活動している各種団体の

集合体です。そのため、支部は協議体（プラットフォーム）

として、それぞれの立場を尊重しながら意見を出し合い事

業を決定し、ネットワークを形成し連携しています。 

高齢者福祉事業としては、独居高齢者見守り推進事業や

手みやげ事業、高齢者生きいきサロン、金婚式のお祝いな

どです。児童健全育成事業としては、子育てサロン（神郷

やんちゃカメクラブ）、少年式のお祝いなど。また、世代

間交流事業として、三世代グラウンドゴルフ大会や三世代

交流事業、歳末たすけあい事業として、歳末見舞い品訪問

配布や特別支援学級支援、独居高齢者への年賀状送付など

を行っています。コロナ禍の中での制限された活動です

が、これまでに築き上げたつながりが分断されることのな

いよう力を尽くしています。 

 

人は生まれる時代を選ぶことはできません。そして生き

てゆくということは、誰かに借りをつくり、その借りを返

してゆくことだと思います。縁あって同じ地域に住み、同

じ時代を生きてゆく以上は、互いの立場を超えて助け合

い、誰かから受けた借りを誰かに返すことが、心豊かな地

域をつくる土台になるものだと思います。自分のできるこ

とで人を支え、また、困ったときは助けを求められる地域

づくりに向けて、力を合わせてゆきましょう。 
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